
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

【
出
演
】

【
出
演
】

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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大 蛇
大 蛇
大 蛇
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岡 本  充 行
藤 野  克 洋
升 田  亮
藤 野  亮
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大 蛇
大 蛇
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大 蛇

西 岡  隆 典
西 岡  保 明
寺 本  尚 希
正 田  元 気

須佐之男命
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫
七人目の姫

・・・
・・・
・・・
・・・
・・・

城 美  隆 行
小 早 川  弘
福 岡  誠 造
川 崎  美 幸
森 次  武

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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波多野  八朗
沖 田  憲 幸
藤 安  奈 摘
升 田  美 香

　日頃の悪行により天照大神をはじめとする高天原の神々に高天原を追放された須佐之男命は、出雲国の簸の川ほとりにたどり
着きました。ふと見ると川上から1本の箸が流れ着き、須佐之男の命はその元をたずねるべく川上へと向かいます。そこに足名椎、
手名椎という老夫婦が奇稲田姫という姫とともに嘆き悲しんでいました。
　須佐之男命が尋ねると「自分たちには八人の娘がいたが、毎年、八岐大蛇というものが現れ、毎年一人ずつ取り喰らわれ、つい
に最後の姫となってしまった」と嘆くばかり。その姿を尋ねると「頭は八つ、尾も八つ。目はほおずきのようで、背には桧や杉が生い
茂り、腹はいつも血で赤くただれている」といいます。
　須佐之男命は夫婦の願いを聞き入れ、大蛇に毒酒を飲ませ、酔い伏したところを切るという謀を考え、夫婦に八塩折の毒酒を
作らせ、大蛇を待ちました。
　村雲がたなびいたとき、大蛇が現れ、毒酒を飲み寝込んでしまいます。須佐之男命はその不意をついて、大蛇をずたずたに切り
裂いていきます。最後の一太刀を切り下ろした時、大蛇の尾より一振りの宝剣が現れました。この剣を天叢雲剣と名づけ高天原の
天照大神に献上するという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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五 月 姫
（滝夜叉姫）
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

沖 田  憲 幸

寺 本  尚 希
西 岡  保 明
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大宅中将光圀
山 城 光 成

藤 野  亮
藤 野  克 洋

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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西 岡  隆 典
波多野  八朗
升 田  亮
升 田  美 香

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総（しもふさ）の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多く
の手下を従えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第一幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）

吉田神楽団プロフィール ～安芸高田市吉田町～
　吉田神楽団は、毛利元就でおなじみの吉田町での神楽団であり、昭和47年結成の歴史の新しい神楽団です。
　現在団員は23名、和気藹 と々した中にも、常の神楽の本質を求め、日々練習に励み、活気あふれる神楽団になっています。
主な活動として、各地のイベント、秋のお祭りによる神楽奉納、神楽共演大会等に出演しています。
　また、郡山子ども神楽団の育成にも力を入れ、郷土芸能・神楽の伝承と、更なる発展に力を注いでいます。団員一同精進し
ていきたいと思っていますので、何卒ご声援のほどよろしくお願いします。

よしだかぐらだん


